
令和２年度 第１回鎌ケ谷市消防委員会会議録 
 

 

１ 開催日 

  令和２年７月１日（水曜日）から令和２年７月２２日（水曜日）（協議期間）まで 

   

２ 開催場所 

  書面 

 

３ 出席者 

 （１）委員   鈴木定夫委員（委員長）       長瀨正久委員（副委員長） 

廣部信隆委員            本田裕子委員 

松尾せつ子委員              澁谷誠幸委員 

 （２）事務局 川上英明消防団長         松本禎久消防長 

    矢ノ目健二次長（事）消防総務課長 

須賀智行予防課長         岩上一彦警防課長 

松下晃通警防課主幹        髙橋順一消防総務課長補佐 

川﨑大郎消防主事         米野井健消防主事 

 

４ 議題 

  議案１   令和２年度事務事業進捗状況について 

  議案２   消防概況について 

 

５ 傍聴者   なし 

 

６ 会議の公開 非公開について 

  公開 



７ 開会 

  令和２年度第１回消防委員会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から書

面会議とした。 

 

８ 議事内容 

事務局     議案１令和２年度事務事業進捗状況について及び議案２消防概況に

ついて、各委員に質問を求めた。 

鈴木委員    質問なし。 

長瀨委員    会議資料１０ページ 最近３ケ年の火災状況について 

        今年度は、件数及び焼損棟数は減少しているのに建物焼損面積が圧倒   

       的に増えています。 

        原因・理由は何でしょうか。 

予防課長    ご質問頂いた最近３カ年の火災状況について、今年度は、件数及び焼 

       損棟数が減少しているのに対し、建物焼損面積が圧倒的に増えている原 

       因・理由についてお答えします。 

        建物焼損面積は、火災の大きさや焼損した建物の規模により、数値が 

       大きく変わります。 

       建物火災では、１件の火災で１棟のみ焼損する火災もあれば、複数棟 

      焼損する火災もあります。 

       また、１棟の火災でも、玄関ドアのみ焼損する部分焼の火災もあれば、 

      １棟全てが焼損する全焼火災もあります。 

       さらに、焼損した建物の規模や面積により異なるため、全焼火災１件 

      であっても、焼損面積が異なってまいります。 

        このため、令和２年の火災における焼損棟数は８棟ですが、そのうち

全焼棟数が６棟と過去２年の全焼棟数を上回っており、全焼した建物の

面積が広かったことから、建物焼損面積が増加した原因・理由となって

います。 

廣部委員    質問なし。 

本田委員    質問なし。 

松尾委員    質問なし。 

澁谷委員    質問なし。 

 

９ その他連絡事項 

事務局     （１）会議録について 

           本書面会議の会議録及び質問者名が公開となること及び会議 

録署名人は、申し合わせにより、廣部委員と澁谷委員が任期中は

継続となることを連絡した。 

        （２）参加を依頼する行事について 

           令和２年度第２回消防委員会について、令和３年２月上旬開催

を予定し、開催方法等の詳細が決定し次第、案内することを連絡

した。 

           また、消防委員会委員の参加する消防団行事（出初式、消防団

辞令交付式、東葛飾支部消防操法大会）についても、詳細が決定

し次第、担当所属（警防課）から案内することを連絡した。 

10 閉会 

  委員全員の意見をとりまとめ連絡事項の伝達が完了したことから、書面会議を閉会 

する。 

 



11 会議録署名人の署名 

 

  以上会議経過を記載し、相違ないことを証するため次に署名する。 

    

令和２年８月２１日 

 

氏 名  渋谷 誠幸   

 

氏 名  廣部 信隆   


